木①　現代生命科学　シケプリ
『食品・飲料』

体を構成する物質……水、たんぱく質(ex：リゾチーム・アルバミン)、脂質、核酸、糖

遺伝子数は人間と植物で大差はない。

植物は害虫から身を守るために、本来は忌避物質を出している⇒苦いため食用としては売れない⇒農薬を使わざるをえない。
無農薬は限られたスペースなら可能（日本のような集約農業など）

　　　　　　　　分子　　　１nm
　　　　　　　　 ↓

　　　　　　ヒトの細胞　60兆個　10μm
　　　　　　　　 ↓

　　　　　　　　生物

　　　　　　　　 ↓

　　　　　　　 生態系

☆　火星に生物がいたかどうか調べるには・・・H2Oやアミノ酸を探す。

アミノ酸・・・20種類とれば人間の営みが保たれる＝20種類しか使えない！

味の素はグルタミン酸ナトリウム（＝だしの味）を使っている。グリシンは甘みがある。アスパルテーム（アスパラギン酸＋フェニールアラニン）も甘みがある。（※発がん性が指摘されている。）

●アミノ酸が秩序正しく並んだものがたんぱく質。アミノ酸飲料はパーツを補給している。

　　　　　　→一次配列
平均的なたんぱく質は300～400のアミノ酸。アミノ酸は発酵（微生物の働きによる）によって作られる。

ペプチド結合によりアミノ酸の一次配列が決まる。

DNA→mRNA→タンパク質（→は情報の流れ）　ペプチド＝短いタンパク質
☆４種類のDNA（A・U（T）・G・C）が20のアミノ酸のうちどれを次に使うか決定する。→DNAの1次配列によってタンパク質の１次構造が決定される。

４種類のうちの３つの組み合わせ（コドン）でどのアミノ酸を使うかきまる。開始コドン（最初は必ずこの組み合わせから始まる）はAUG，終止コドンはUAA，UGA，UAG。
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突然変異のうち点変異（ex：C→A）より挿入変異（塩基＋１）のほうが影響が大きい。
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DNA分子は直径２nm
ヒトの遺伝子は30億のヌクレオチド、22000個の遺伝子からできている。ゲノムサイズは30億塩基。
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　　20％
　　　　　CO2
　　　　　　　　　　　O2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0.03%

　　　↑シアノバクテリア（ラン藻）誕生
         ⇒光合成スタート＝CO2が減少し、O2が発生

※17億年前に真核生物の中にシアノバクテリアが侵入し生活を共に始めた⇒植物の光合成スタート
　今は葉緑体として存在。（共生の他の例：ミトコンドリア　O2を利用してエネルギーを得る）

O2の発生
　過酸化水素水から二酸化マンガンを触媒として得る。

活性酸素は核酸やタンパク質に損傷を与える。

ヒトと類人猿では遺伝子数は22000個でほとんどかわらないが、ヒトにあって類人猿にない遺伝子は？
①活性酸素分解酵素を多く持つ。→寿命にかかわる

②精子を多くする遺伝子

核酸＝活性酸素によって化学変化してしまう。抗酸化作用がある物質としてフラボノイドやビタミンCが。[image: image4.png]Ja-2,
1318
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　　　　　　　　　　　核　　　　葉緑体
　　　　　　　　ミトコンドリア
　　　　　　　　　　　　　　小胞体
核＝遺伝子の格納庫　ミトコンドリア＝エネルギーを取り出す（→ATP）　葉緑体＝光から炭水化物を合成する。　小胞体＝タンパク質　分泌への道筋
緑色蛍光タンパク質（GFP）・・・目的のタンパク質に色を付けて見やすくする。
葉緑体は光を求めて移動。（走光性）　中程度の光では光に直角。強いと平行。→細胞が壊れないように（光にあたる面積が小さくなるから。）
感覚の受容
１、シグナルの受容

視覚、聴覚、嗅覚、味覚、触覚→五感
視覚＝ロドプシンというタンパク質が光を受けると化学反応がおきる。
２、シグナルの伝わり方
①ホルモン　血液を通して別の細胞に伝える。　⇒内分泌
②増殖因子　○○←●→○○　傍分泌

③インターロイキン２　自分で出したインターロイキン２が自分に働きかけ増殖する

３、受容体　ex：脳の中のアセチルコリン受容体⇒集中力

　　　　　受容体　　　　　⇒この形に合うもの（＝リガンド、ここではアセチルコリン）しか受け付けない。だが似た物質（＝アゴニスト、ここではニコチン）でも同じ効果がある。一方アンタゴニスト（ここではクラーレ）が受容されると、この受容体はoffとなってしまう。
（※カフェインはアデノシンのアゴニスト）

他の例：アセチルコリン受容体のリガンドはアセチルコリン（瞳孔縮小）、アゴニストはムスカリン、アトロピンがアンタゴニスト。

４、味

（１）苦味　受容体は25種類。テイスターと呼ばれる人（苦味に対する感覚の閾値が低い）が75％、ノンテイスター(閾値が高い)は75％。
　T2R38がPTC(苦味)の受容体

（２）甘味　甘味を感じないマウスはT1R3という受容体がかけている。

（３）うま味＝アミノ酸　コンブ（グルタミン酸ナトリウム）、カツオ節（イノシン酸ナトリウム）シイタケ（グアニル酸ナトリウム）　　　　　　アミノ酸の感受性をダシの成分が20～100倍あげる。

５、受容体のダウンレギュレーション　刺激→受容体　長時間同じ刺激が続くと受容体が壊れてくる。

ex：タバコ　●アセチルコリン受容体にニコチンが受容される→受容体がなくなっていく→受容体が代償的にたくさんつくられる。→どの受容体にニコチンがいけばいいか分からずに効率的に働かない。
味覚　味覚分子の受容体が舌の上にある。

リガンドとレセプターの結合→シグナル伝達

生物の反応は恒常性の維持のため

白血病を治すためのマイロターグ⇒カリケアマイシンが離れ細胞のＤＮＡを破壊。

リガンドと受容体の結合は特異的である。

グリベック＝慢性骨髄性白血病に効用がある。

染色体異常　転座によってabl遺伝子とbcr遺伝が融合遺伝子となって制御が混乱。⇒異常な白血球数となる。

結合を通してシグナルが伝わる。⇒白血球が増殖

アレルギー
Ｇ抗原（病原体など）が侵入すると抗Ｇ抗体産生Ｂ細胞増殖
※食物中のタンパク質の断片が抗原になってしまう。
遺伝子診断のやりかた　血液なら１滴、髪の毛なら３本　うがいの水１杯
ＤＮＡプロファイリング　親子鑑定や、犯罪捜査

セロトニンの不足で不安が生じる⇒セロトニンを投与すればなおる

リタﾘﾝで注意欠陥や多動性障害が治る。

代謝と病気

生物は化学的には動的平衡を保つ。生物的にはホメオスタシスで体の平衡性をたもっている。
グルコース（ブドウ糖）は組織培養や点滴に使われる。

血糖値を調整するものの一つにインスリンがある。

インスリン＝膵臓のランゲルハンス島で合成される。

作用：血糖値低下（グルコースを備蓄）

糖尿病：１型インスリンができない。

原因・インスリン遺伝子の突然変異

自己免疫（抗ランゲルハンス島）　糖代謝の酵素が増え、脂質、タンパク質の代謝の酵素も増える。

代謝　（矢印は物質の変化）


　　　　　　　　　　　　　　　　有酸素

エチルアルコール→アセトアルデヒド→酢酸（アセトアルデヒド→酢酸の過程がうまくいかない人がいる→飲酒できない）

増殖・複製・分裂
１つの細胞＝受精卵が分裂して成長する。

コロニーの中の大腸菌はクローンである。

「天然」とつくと体によくて、「人工」とつくと体に悪いイメージがあるが天然のものでも体に悪いものもある。毒素アフラトキシンには発がん性がある。
イソフラボンも取りすぎると体によくない。

遺伝子組み換え作物→殺昆虫タンパク質（昆虫にだけ特異性がある。）を核に入れる。

　　　　　　　　　　アクロバクテリウム（植物に自分の遺伝子の一部を送り込む性質を持つ土壌細菌）を用いて植物の核の遺伝子の中に病気に強い遺伝子を入れる。

プラスミド→大腸菌の生存に必須ではないが染色体とは別に環状のＤＮＡが存在する場合がある。大腸菌の増殖とあわせて複製される。

ＤＮＡリガーゼ→断片をつなぐ配列

ライブラリー→母集団は遺伝子全体の断片

スクリーニング→母集団の中から選抜する。


遺伝子はDNAか？　


→　‘YES’





DNAは遺伝子か？


　→　化学物質で人工的につくったDNAは遺伝子となりえないから，大半は‘NO’といえる。








自己免疫


　自分に対して反応する


　⇒Ｂ細胞の集団は死ぬ





①ＤＮＡ→mRNA→タンパク質


②アルコール→アセトアルデヒド→酢酸


③インスリン→インスリン受容体


上３つの「→」の意味の違いをよく理解しておくようにとのことなので、テストに出るかもしれないです。


１番上は「virtualな情報の流れ」


２番目は「物質の変化」


３番目は「シグナル伝達」


を意味する（と思います。）








